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◇開催趣旨  

「楽しいまち・神戸」の実現に向けた「神戸地域県民行動プログラム」の行動提案

のひとつ「自然との共生のシンボル－六甲山を活かしましょう」の具体的な取り組み

として、六甲山に関わる人々それぞれの「六甲山の楽しみ方」情報を集め、広く県民

にお伝えしていきます。 

今回は、親子で六甲山上を歩きながら、眺望や動植物など子どもたちの目で見た「六

甲山の楽しみ方」を発見していただきます。 

◇テーマ 六甲山の楽しみ発見 

◇プログラム 

○ガイダンス 

○探遊ウォーク                     

新池（オルゴール館前）→心経岩→雲ヶ岩→

高山植物園前→新池（オルゴール館前）→ 

六甲山小学校→記念碑台･自然保護センター 

○見つけた楽しみ記録会（自然保護センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◇見つけたこと（主なもの） 

・きれいな模様の葉っぱ、穴

だらけの葉っぱ、いろんな葉

っぱに墨汁をつけて画用紙

に押し付けた。 

・心経岩と雲ヶ岩、急な坂を

のぼって大きな岩の上から

下の景色が小さく見えた。 

・いろんな植物を見つけた。

道が川になっていて、途中に

栗の木もあった。 

 

講師：米村 邦稔さん（六甲山のアジサイを育てる会）

松井 光利さん（ブナを植える会） 

   豊田  實 さん（神戸歴史クラブ） 

   根岸 真理さん（大阪YMCA） 

と き  平成15年８月24日（日） 
ところ  六甲山自然保護センター、 

     六甲山上（中央地区） 
参加人数 30人 
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・ルーペで苔や虫を観察して

みると、見えなかった模様

がものすごく大きく見えて

びっくり！ 

・山の中はすずしかった。か

わいいかおをしたあおむし

を見つけた。 
 

  

 

第１期委員の有志が六甲山自然保護センターを活用する会を設立しました。８月24日に

は、神戸県民局主催の「楽しみ発見」に協力して３度目の試みになる「楽しみ発見親子編」

を実施しました。 

六甲山のオルゴール館前を出発して、夏草の生い茂った山道に入り、心経岩を経る急峻な

修験道を登りました。子供達は巨岩に驚き鉄梯子に冒険心を湧かせました。植物園、オルゴ

ール館を経て自然保護センターに到着し、昼食後、記録づくりをしました。木の葉などを使

ってお絵描きし、親も子も時間の経つのも忘れて没頭しました。 

活用する会の事業の「六甲山魅力再発見市民セミナー」は着実に運営され、平成１６年度

も多彩なテーマで「六甲山を知り語る」文化を築いていきます。第２期委員も記念碑台周辺

散策マップづくりで「楽しみ発見」を支援していきます。 

「六甲山自然保護センターを活用する会」          堂馬 英二 

 

地域ビジョン委員の声 


